
第一回改訂 2023年 8月 

福井市自然史博物館研究報告投稿規定 

 

１．  原稿内容 

自然史に関する情報等で、次のうちひとつ以上に該当するもの。 

（１） 福井県内の自然史に関するもの。 

（２） 当館の収集活動に関するもの。 

（３） 当館の行う調査・研究に関するもの。 

（４） 当館に収蔵されている標本等に関するもの。 

（５） 当館学芸員の研究活動に関するもの。 

（６） その他、館長が適当と認めるもの。 

 

２．原稿形式と枚数 

原稿の形式は、できるかぎり、MS Word などのワープロソフトなどで作成し、図は１

点ずつ jpegまたは png形式で、提出してください。（刷り上りのレイアウトは当館ホーム

ページ“刊行物”のサイトなどを参照してください） 

ひとつの原稿に付き、図・表・写真などを含めて、論文は刷り上りで１０ページ以内（1

印刷ページ文字のみで約 2,100字）とします。原稿は原則白黒でカラーページでの印刷は

著者負担となります。 

※初めて当誌に投稿される方は、あらかじめ電話またはメールでご相談ください。 

 

３．査読 

  査読制度はありません。原稿の内容、および英文タイトル、英文要旨等については、投

稿前に、専門分野にて指導的役を担っておられる方の指導を受けるなど、十分吟味してく

ださい。また、原稿は編集担当が確認し、内容や体裁などについて修正を求める場合があ

ります。 

 

４．邦文原稿のタイトル文と要旨について 

・表題は、日本語表題に加え、英文タイトルは必須、著者のローマ字書き必須、日本語 

キーワード必須（５つ以内） 

・要旨（Abstract）は、日本語で必須。英文要旨は必須ではありません。 

 

５．刷り上り仕様 

・Ａ４判、アート紙使用 

・後日、PDFファイルで、博物館ホームページにて公開いたします。 

 

６．別刷りおよびカラーページ印刷 

各著者の個人負担となりますが、電子ファイル（PDF・カラー）のみ無償提供可能。 

 

７．締め切り 

投稿する際は、著者名、論文タイトル（暫定可），刷り上りの予定ページ枚数

（最大１０ページ：文字のみで 1 印刷ページ約 2,100 字）、別刷りの有無、カラ

ーページ印刷の有無を８月３１日までに当館ホームページ上の所定フォームに

記入し、原稿データを１１月３０日（必着）までにメール添付（５MB以内）でお送



りいただくか、または当館までご持参ください。 

 

８．著作権について 

  掲載論文の著作権は、福井市自然史博物館に帰属します。 

  → 掲載論文の図版等の転載等の使用については、研究・教育目的であって図版

等を非改変で利用する場合に限り、博物館の許可で転載を認めるものとしま

す。ただし、図版等の改変を行う場合は、著者との協議のもとで利用の可否

を判断することとします。 

  → 掲載論文の内容に関する対応は著者が行ってください。 

  → 内容に対しての問い合わせに対応できるように、原稿の所属欄にメールアド

レスの掲載をご検討ください。 

 

９．連絡先、原稿送付先 

〒918-8006 福井市足羽上町１４７ 

福井市自然史博物館  

℡：（０７７６）－３５－２８４４ 

メール：sizen@city.fukui.lg.jp 



 

体裁について 

 

【タイトル文と要旨について】 

① 邦文原稿について 

  表題について→ 日本語表題に加え，英文タイトルは必須 

著者のローマ字書き必須 

 

〇著者のローマ字書き・・・2名の場合は「and」、3名以上の場合は 

「 , and 」を使う 

〇和名は、「・（中黒）」を使用する。 

 

日本語キーワード必須 

 

要旨 Abstract について→ 日本語で必須 

英文要旨は必須ではない（印刷時は末尾に） 

 

② 英文原稿について 

 

日本語タイトル・日本語要旨・日本語キーワード必須（印刷は末尾に） 

 

【引用文献】 

  ① 本文中での引用 

 本文中での文献の引用は次の形式で行う。 

 

・著者が 1名の場合 

河合（1998）、森下（1998，2001，2011）または（森下，1998；

2001；2011）（渡辺，1990a，b） 

 

・著者が 2名の場合 

河合・大野（1999）、Wood ＆ Borkent（1989）または(Wood 

＆ Borkent1989；河合・大野 1999） 

＊2つ以上引用する場合は、年代の古い順から記載し、セミコロン；で区切る 

 

   ・著者が 3名以上の場合 

河合ほか（1990）、Kono et al.（1940）または（Kono et al. 1940；

河合ほか，1990） 

＊3名以上の場合は「ら」ではなく「ほか」 

＊2つ以上引用する場合は、年代の古い順から記載し、セミコロン；で区切る 

＊et al. はイタリック（斜体） 

 

  ・オンライン資料 

  発行者および発行年が明白で、PDF ファイルのように随時更新されないものの

場合は、冊子体の文献と同様の形式で引用する。発行年が不明である場合や随



時更新されている場合は本文中に括弧書きで URLと参照日を示し、引用文献リ

ストには記載しない。 

  （例） ～という情報もある（http://aaa.xyz.jp/sizyuuo/ 参照日 2023年 8月 4日） 

 

  ・そのほか 

   私信は氏名を表記し、論文が雑誌に受理されているものの未発刊の場合は

「（印刷中）」または「(in press)」を用いる。それ以外は「（未発表）」または

「(unpublished)」とする。いずれも引用文献リストには記載しない。 

   （例） ～という情報もある（福井太郎 私信）。～である（福井ほか 印刷中）。

～であった（福井ほか 未発表）。 

 

  ② 文献リスト 

 文献は原稿本文の末尾に著者のアルファベット順、著者ごとの年代順に示す。同

一著者の論文は単独論文を年代順に、続けて第 2 著者のアルファベット順に示し、

同一の組み合わせの著者の場合は常に年代順とする、姓名は完記する。 

 

 

ⅰ）雑誌記事（会報も含む）の場合 

著者名，発表年（西暦で），タイトル．雑誌名，巻あるいは号，〇‐〇． 

巻は、半角 太字体       ，25， 

号は、半角 括弧でくくる   ，（25）， 

＊英文の場合は、掲載雑誌はイタリック（斜体）で表記 

＊引用ページが、1ページだけの場合は、ページ数の前に Pを付ける 例：P245． 

（例） 

加藤俊夫・飯田 誠，1987，福井県丹生山地の生物相．日本植物学雑誌，（67），34

－45． 

Nakae, S., 1993, Jurassic accretionary complex of the Tamba Terrane, Southwest Japan. 

Jour. Geosci. Osaka City Univ., 36, 15-70. 

 

 

ⅱ）書籍からの引用の場合 

著者名，出版年，タイトル，出版社，ページ数ｐ． 

（例） 小川 武，1967，日本列島の生物．弘文社，235p． 

 

iii ) 編集、監修 

編集の場合は、（例）安井敬三編，1998， 

監修の場合は、（例）安井敬三監修，1998， 

 

iv ) 書籍中の１章を引用する場合 

   和文：引用章の著者名，出版年，引用章のタイトル．書籍の編集者あるいは

監修者名（○○○編，△△△△監修など），書籍のタイトル，出版社，○○-○○

（引用章の最初と最後のページ）． 

   英文：引用章の著者名，出版年，引用章のタイトル．In 書籍の編集者名（〇

〇〇, ed または■■ and △△, eds.）, 書籍のタイトル，出版社，〇〇-



〇〇（引用章の最初と最後のページ）. 

 

v )   オンライン資料 

   発行者および発行年が明白で、PDF ファイルのように随時更新されないもの

の場合は URL と参照日を記載する。 

（例） 

出口翔大，2017，バードリサーチ生態図鑑ノジコ．https://db3.bird-research.j 

p/news/wp-content//2017/06/nojico.pdf. 参照日 2023年 8 月 4日 

 

 

 


